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大正 14(1925)年 8月 17日 ～ 21日 、赤湯

小学校で開催された夏難大学.聴衆 600人を

超す盛況.講師と演題は、東京帝国大学教授

佐藤寛次「農村問題J、 同大学教授 伊東意太
「現代の芸術」、同大学助教授 保科孝一「国
字問題」、慶應義塾大学教授 宮島幹之助「農
村の衛生J、 など有為会の会員を中心に実に充

実した講師陣でした。

鈴木曲紀手氏「山本魔薦・八菫兄弟』
平成 10'19981年 間tl

郷上に亀士を迎えての講演会等の開催は、明治 25(1892)年の米沢での学術大講演会から

始まり、戦前は断続的に高畠。赤湯・富内 。長井 e小松 0米沢で実施されたと記録されて参ます。

これらの文化面の取り纏みは、育英事業とともに、今日に弓|き継がれている有為会の活動の

主な柱のひとつです。

会導量曇

鰺凩甕膊平く、トリ瘍洸忙ななケ

戦後 lc‐始まった文化講演会は、毎年、定時総会に併せて開催され、会の1題例行事になつています。

灌選淳…愛 F警光こ奪
稚奪機子麗 璽載轟女麗

覇癖圏薦糞 罫電ヽ菫家暴文犠瞳意

年常催

篤 理0代金轟 千鸞源は 119ヽ 1988)

米沢曲身‐米沢商業高等学校から法政大学経済学部

卒.文重春秋11に入社、社長、会長、名誉会長を歴任

する. 日本雑誌協会理事長などもうき受け、長年にわ

たり、有為会の看板行事となった文藝春秋社共催の文  i
fヒ講演会の帯催に尽力した,             |

:


